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（寄稿）お店のプラスチック調査 2022報告  

  

日本のプラスチック問題の現状は？ 京都市ごみ減量推進会議（ごみ減）は、2022年 11月、京

都市内のスーパーマーケット 62 店を対象に、「お店のプラスチック調査」を実施されました。そ

の結果、プラスチック削減の取組だけでなく、省エネや健康に配慮した商品の品揃えや訴求など、

多くの好事例が見つかったそうです。調査結果について、ごみ減の堀孝弘様から寄稿していただ

きましたので紹介します。 

 

 

京都市内で実施したスーパーマーケット環境調査 

 

京都市ごみ減量推進会議（ごみ減）の紹介 

京都市ごみ減量推進会議（ごみ減）は、京都市内の市民団体や企業、地域住民組織と行政（京都市）に

よって、1996年に設立された協働組織です。名前の通り、市内で発生するごみを減らすことを目的にしてい

ます。市民だけ、企業だけ、行政だけでは実現できない事業を、セクターの枠を越え力を合わせて実現す

ることを目的としています。 

活動は「普及啓発事業」「ごみ減量事業化」「地域活動」「２Ｒ型エコタウン構築事業」の 4 部会を設けて

推進しています。それぞれ、市民・企業向け学習会の実施、学校給食で出た牛乳パックを再生したトイレッ

トペーパー（めぐれっと）の販売や個人情報が入った秘密書類のリサイクル事業、小学校区ごとに設立され

ている地域ごみ減量推進会議の活動支援などに取り組んでいます。 

 

ごみ減が力を入れる２Ｒ活動 

ごみを減らすうえで、「出たごみの後始末」は大切ですが、ごみが少なくなる買い物、売り方、モノづくりを広

めることも大切です。ただ、企業の事業活動に関わるため、簡単なことではありません。「２Ｒ型エコタウン構

築事業部会」は、ごみ減量の基本原則である３Ｒのうち、リデュース（ごみをそもそも出さない）、リユース（不

要になっても必要な人に使ってもらう）の２つのＲが当り前の社会を築く活動を進めています。スーパーマー

ケット環境調査（お店のプラスチック調査）も２Ｒ活動のひとつです。 

 



京都市内で、スーパーマーケット環境調査を実施 

2022 年 1 月、フランスから野菜・果物の店頭での包装販売が禁止されたというニュースが流れてきました

（対象は 31 種、1.5kg 未満の未加工のもの）。一方、日本では野菜・果物のどの程度がプラスチック包装し

て販売されているか、近年の調査データは見つかりませんでした。実際にどれだけなのか 2022 年 11 月、

市民や学生約 50 人の参加を得て、京都市内 62 店舗（全体の４分の１程度）を対象に一ヵ月集中で店頭

調査を実施しました。対象店で 10 種の野菜のプラ包装を調べた結果、約８０％がプラ包装されていること

や、同じような規模・客層のスーパーチェーンでも、プラ包装の程度に大きな差があることがわかりました。 

また、プラ包装だけでなく、省エネの取組でも、いくつもの好事例が見つかりました。2023 年 3 月 1 日には

京都市内で「スーパーマーケット調査で、市民が見つけた好事例報告会」を開催したところ、80 人近い参

加をいただきました。 

 

次は全国でスーパーマーケット環境調査を実施予定 

調査の概要や結果を全国の市民団体や学識者らに示したところ、多くの団体・グループから「次は一緒に

やりましょう」というお声をいただきました。京都市でのデータは全国共通か、京都で見つけた好事例よりもっ

と有効な取組はあるか、関東と関西で違う傾向はあるかなど調べたいことは尽きません。なにより、今後さま

ざまな取組で店頭プラスチック包装は減っていくと思われますが、コロナ禍明けの現時点の包装状況の記

録は、将来の削減成果を考える時の「基点情報」になると考えます。 

今は、全国的な調査を行う仕組みづくりをしています。ご関心ある方は、ごみ減 075-647-3444 または

gomigen@kyoto-gomigen.jp までお問い合せください。 

（なお、この調査は京都市（行政）が実施したものではありません） 

 

お店のプラスチック調査 2022報告  

https://2r-ecotown.kyoto-gomigen.jp/2r-activity/ 

（下記の報告その 1からその 7 まで一覧掲示しています） 

報告その１ 調査の概要 

報告その２ 青果物売り場のプラ包装・前編 

報告その３ 青果物売り場のプラ包装・後編 

報告その４ 各売り場の結果と好事例 

報告その 5 スーパー調査で見つけた省エネ事例 

報告その 6 健康配慮商品の取扱いや訴求 

報告その 7 好事例報告会を開催しました 

以上 

 

 

次回発行予定 

2023年 6月 

主な内容：次回情報交換会について/未利研会員様・会員企業様の取り組み現場から/etc. 

 



編集後記 

 

京都の桜は 4月上旬が満開の見頃ですが、遅咲きの品種で緑色の花を咲かせる御衣黄（ぎょいこう）の

開花もはじまりました。花も葉も緑なのでちょっと探すのに苦労しますが、ぜひ、楽しんでください。 

今後とも未利研メルマガをご愛読ください。内容についてのご意見、希望する話題・内容、および配信停

止・解除の連絡は下記、田村までメールして頂ければ幸いです。 

 

 

 

 

無断転載禁止 
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